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How to グループ学習 

知識伝授型授業とアクティブラーニングを両輪に 

課題探求実践セミナーの開講 

 総合教育センター・大学教育創造部門では，共

通教育教養科目として「自律創造学習 I，II」（社

会系）および「課題探求学習」（自然系）を企画開

発し，開講してきました。これらの授業は学生自

らが課題を設定し，グループワークで課題解決に

向けて取り組むと言うものです。この授業により，

グループワークにいろいろな効果があることがわ

かってきました。 

○ 自己の客観視：グループワークの中での相互

評価，ピアフィードバックにより自己を客観視す

ることができるようになり，自己評価に修正が加

わります。 

○ コミュニケーション能力の養成：気心の知れ

た仲間同士のコミュニケーションでは，実はほと

んど脳を使っていないことがわかっています。そ

のため，限られた世界だけで過ごすことは非常に

楽で，緊張感を感じることがありません。一方，

見知らぬ人とのコミュニケーションでは，些細な

会話ですら仲間内のそれと比べて非常に活発に脳

を使います。従ってグループを属性の異なるメン

バーで形成すると教育効果が高いようです。 

○ 課題発見能力の開発：授業中も質問が無く，

個別に聞いてみると「わからないところがわかり

ません」という答えが返ってきます。課題探求型

学習では，課題設定，解決プロセスの検討と実施

を自らが行います。授業期間中何度も問題に直面

し，その都度自分たちで解決していかなければな

りません。これによって，今解決しなければなら

ない問題が何か考え，見いだす作業を繰り返し行

うことになります。 

○ 社会人基礎力の養成：グループの中で責任を

持って活動に参加することにより，また上記のよ

うな効果もあって社会人基礎力を養成する効果が

あるようです。 

○ 「教わる」から「学ぶ」への転換：多くの学

生は，授業に出てきて何もしないで教わることを

よしとしているようです。答えのすぐに見えない

課題を与えられると途方にくれてしまいます。グ

ループでではありますが，自分たちでたてた課題

について自分たちで調査することにより，未知の

問題に対する解決能力を養い，この体験から学習

者として自律してゆくことになり，従来の知識伝

授型の授業にも意欲的に取り組むことができるよ

うになります。課題探求実践セミナーでも，この

自律効果を最大限にねらった工夫をするのがよい

でしょう。 

 

1. グループワークは万能薬か？ 

 グループワークは万能薬ではありません。知識

伝授型授業の一部にアクティブラーニングとして

グループワークを導入すれば授業にも変化ができ，

あまり経験のない受講生にとって新鮮に感じるで

あろうことは間違いありません。そのため受講生

の集中力を維持し，充実感を与える効果がありま

す。しかし，メンバーを固定して毎回作業を行う

課題探求型授業の場合には，マンネリ化してしま

うこともあります。 

 また，メンバーの内一人でもグループワークに

非積極的な者が出てくると，グループ全体のモチ

ベーションを下げてしまいます。また積極的であ

っても，一人で突っ走ったり，充分にディスカッ

ションしなかったりと，方法を間違えたメンバー

がいる場合も同様です。そのようなときにどう対
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処するかが重要です。 

 グループワークを活性化し，成果に結びつける

ためには教員がそれを支援する必要があります。

グループワークにはチームビルディングがセット

で必要であると心得ましょう。 

 

2. チームビルディング最初の一

歩を支援しよう 

 課題探求型の授業を担当して学生と話をしてみ

ると，コミュニケーション能力が全くないという

者はほとんどいませんでした。むしろ優れたコミ

ュニケーション能力を持っている者が多くいるこ

とに驚かされました。にもかかわらず，初対面の

人同士では議論はおろか，挨拶でさえできないと

思いこんでいるようです。そこでコミュニケーシ

ョンを開始するための支援が必要となります。こ

のとき有効に使えるのが，チームビルディング用

に開発されたゲームです。ゲームに参加すること

により，グループワークや社会的活動を疑似体験

し，チームで働くことの重要性を学びます。グル

ープワークの様々な段階で，必要に応じてチーム

ビルディングを行いましょう。 

 

3. 小道具で効果を上げよう 

 グループワークの場合，様々な小道具を使用す

ることによってコミュニケーションが促進された

り，意見を出し合う際に効果的な場合があります。

グループワークでは次のような小道具を準備しま

しょう。2008 年度課題探求実践セミナーの授業に

は，共通教育担当事務で物品支援を行います。 

○ ポストイット（付箋紙）：思いついたことをひ

とまず書いて出し合ってみる→グルーピングして

傾向を知る（メンバーの考えていることがつかめ

てくる）→グループの意見を集約できる（そのほ

かにも様々な場面でポストイットの利用は効果的

です） 

○ 水性顔料マーカー（PROCKEY 8 色セット）：模

造紙に書いても机を汚さず，油性マーカー特有の

においがないのでグループワークに適しています。

模造紙に書いて記録として残したり，ポストイッ

トと組み合わせるなど様々な用途があります。黄

色とオレンジは遠くからは見えないので注意。ま

たホワイトボードマーカーと間違えて使う学生が

います。消えないので要注意です。 

○ ストップウォッチとベル：1分間プレゼンなど，

時間制限して自己紹介や意見発表する際につかい

ます。ストップウォッチで時間を計ってベルを鳴

らして合図とし，次々に発表者が交代して行きま

す。あわただしいようですが，メンバーが平等に

時間をシェアすることができ，消極的な学生もグ

ループの和に入っていくことができます。 

○ メッセージボード：A4 サイズのホワイトボー

ドを使い，授業中に各グループと教室全体の一斉

コミュニケーションに使えます。ホワイトボード

マーカーも必要です。 

 

4. 「聞くこと」は「察すること」 

 コミュニケーションで最も大切なのが，積極的

に聞くことです。言外の意図までくみ取れるよう

な注意力が養われることが望まれます。相手の気

持ちや立場を考えながら聞くことで，グループ内

での議論も充実するでしょう。取るに足らない意

見のようであっても，まず耳を傾けて話し合いの

テーブルに載せてみましょう。そうすることで，

チームのメンバーとしての自覚が芽生え，積極的

に議論に参加する姿勢が生まれます。 

 

5. 協調・協働の必要性を知らせ

よう！ 

 グループワークでは，構成員の企画に対する納

得度と目指すレベルの高さのバランスがよいとき，

大きな成果を上げることが知られています。逆に
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「意義のあることをやっているのだから」と思い

こんでリーダーが一人で突っ走って，上手く行か

ないと言うことも起こりがちです。議論が煮詰ま

ってきたような場合に教員は，「なぜこの課題に取

り組むのか？」という問いを発してメンバーの課

題に対する納得度を確認することを心がけましょ

う。 

 

6. 沈黙の効果を利用しよう！ 

 グループディスカッションでは，しばしば議論

が停滞してだれからも意見が出ないという事態が

生じます。注意しなければならないのは，メンバ

ーが議論を他人任せにしてさぼっているのか，真

剣に課題に取り組んで打開の方法を考えているの

かを見極めなければならない点です。前者の場合

が多いのでしょうが，時に皆が黙り込んでしまう

沈黙の時間が大切な場合もあります。 

 

7. プロセスを重視する！ 

 グループワークを取り入れた課題探求型授業や

学習者中心主義による授業では，試験をして評価

することは困難なものです。学力で測れない部分

の能力開発が目的の授業であればなおさらでしょ

う。このような場合に役に立つのが，課題解決プ

ロセスを受講生が書いて残しておくことです。こ

れは成績評価の際の資料となり，また受講生にと

っても課題解決プロセスを残しておくことで，自

分たちの活動のプロセスを振り返ることに役立ち

ます。もう少し詳細なものであれば，活動日誌の

ようなものを受講生が作成し，これに教員がコメ

ントを付けて返すというラーニングポートフォリ

オのようなものも考えられます。 

 

8. ファシリテーションにつとめ

よう！ 

 グループワークに教員が参加すると，ついつい

自分の経験から答えを与えてしまいがちです。あ

らぬ方向に向かっていると思っても，失敗に受講

生が自ら気づかなければ意味がありません。危険

がない限り自由に議論させ，アイデアや具体的ア

クション案が出てくるよう上手く引き出すことに

つとめましょう。答えは受講生の中に，または受

講生の議論の中にあるはずです。なお，ファシリ

テーションに関しては，「Facilitation Textbook 

ABC」（畠中智子）が参考になります。 

 

参考：チームビルディングツール 

○ 体を使ったゲーム：言葉だけではなく，体を

動かすことでよりいっそうコミュニケーションが

取りやすくなります。たとえば，グループで輪に

なってキャッチボールをします。その際，投げる

相手の名前を言ってからボールをその相手に投げ

ルと言うルールを付けます。名前をまちがったり

ボールをとれなかったりしたら罰ゲーム。チーム

ビルディングの初期に適しています。 

○ クイズ：簡単なクイズの答えをグループで考

えます。たとえば，「次の□には何が入る？S,M,T,W,

□,F,S.」経験者がいなければこの程度の問題で結

構悩むようです。議論を促進（活性化）しなけれ

ばならない時期に使えます。 

○ コミュニケーションカード：「テーマ」を書い

たカードをつかってコミュニケーションを促進さ

せます。カードを裏返しにして置き，一枚めくっ

てそこに書かれたテーマについて 1 分間プレゼン

をします。テーマには会話を促進する世代と時代

にあったキーワードが必要ですが，オリジナルカ

ードはなかなか作りにくいものです。研究室の学

生に手伝ってもらいましょう。メンバーがなかな

か打ち解けないとき効果的です。 

○ インタビューゲーム：キャスターに対してグ

ループのメンバーが順にインタビュアーになって

質問をしていくゲームです。まず，輪になって着
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席しましょう。一人のキャストに対して制限時間

（5分程度）を決め，インタビュアーが一つまたは

最大二つまで質問をします。インタビュアーは順

番に交代していきます。ただし，前のインタビュ

アーの質問やその答えを受けて関連する質問をし

ます。質問は簡潔に，ただし「はい」や「いいえ」

で答えられるものは避けます。キャスターは正直

に答えます。ただしどうしても答えたくない場合

は「イエローカード」といってパスすることがで

きます。制限時間内であれば質問を続けることが

できます。タイムキーパーは制限時間に近づいた

ら質問をやめさせ，キャスターに感想を述べても

らいます。キャスターは全員がその役を終えるま

で順番に交代していきます。グループワークの初

期に効果的です。自己紹介，他己紹介をするより

はるかに効果的です。 

○ ブレインストーミング：嵐が吹き荒れるよう

に脳をフル回転させましょう。簡単な問題に対す

る答えやアイデアを，制限時間内にたくさん出し

てもらいます。たとえば，「鉛筆の使い方を 20 考

えてください，制限時間は 1 分です」効果的に行

うコツは，他の人の意見やアイデアを何でも受け

入れることです。すなわち，評価しない，否定し

ないがルールです。また，思いついたことはとに

かく出してみること，思いついたけど取るに足ら

ないと自分で評価しないことです。他の人から見

たとき，非常におもしろいアイデアであるかもし

れません。他のアイデアとの組み合わせでおもし

ろくなるかもしれません。とにかくたくさん出し

てみましょう。アイデアを出さなければならない

局面でグループワークを促進させる効果がありま

す。 

○ 振り返り：チームビルディングゲームをした

ら振り返りをしましょう。チーム内で何が起こっ

たか，自分がどのように取り組んだかをまず個人

で振り返りましょう。さらにグループでそれぞれ

のメンバーがどのように感じたかを分かち合いま

しょう。分かち合いはピアフィードバックとなり，

やりっ放しにするよりはるかに大きな効果が期待

されます。全てのチームビルディングに組み合わ

せて使えます。 

 

 総合教育センターではそのまま使える教材をそ

ろえています。グループワークのいろいろな段階

に利用できる教材をそろえていますので，ご相談

ください。ただしこれらの教材は 90 分から 120 

分かかるプログラムとして設計されていますので，

実施には一コマ費やすことが必要です。 

○ 「NASA」，「匠の里」など：上記の教材の中に

これらの資料があります。コピーしてそのまま使

えるようになっています。これらのゲームでは，

メンバー全員の協力により，個人の能力よりグル

ープの成果が上回る場合があることを疑似体験で

きます。このことから，グループワークを進める

上でメンバーの納得度の重要性を感じることがで

きます。 

 これらの教材にはルールが定められています。

ルールは教材の効果を引き出すために定められて

いるので，必ず守ることが重要です。 

 また，グループワークを支援する e-Learning 

システムを開発中です。オンラインでコミュニケ

ーションボードが利用できるようになります。 

 

問い合わせ：学務課総務グループ 

（gm04@kochi-u.ac.jp） 
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